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葛飾北斎描く千住より眺望の富士 

東京江北ロータリークラブ  
会長 小林光夫／会長エレクト 守屋裕之  

幹事 羅山能弘／ 副幹事 高橋史郎  

会報・ＩＴ委員長 渡邉浩  
 

 

 

 

 

 

６０周年を学び、親睦を深めよう 
 

RC 会長 

小林 光夫 

 

 

 

 

 

ROTARY CONNECTS 

THE WORLD 
 

RＩ会長 

マーク・ダニエル・マローニー 
 

 

THE ROTARY CLUB OF TOKYO-KOHOKU 

第 2889回   2020年 1月 30日 
 

2020年 1月 23日 第 2888回例会報告 
 
点 鐘  

ロータリーソング 「四つのテスト」 

来 賓  

 ⚫ ゲスト 

亀井聖矢氏（ゲストスピーカー） 

林仲秋さん（米山奨学生） 

嶋村文男氏（東分区ー補佐） 

⚫ ビジター 

小倉英夫氏（東京足立） 

セ レ モ ニ ー  

 ⚫ なし 

会 長 報 告  

 ⚫ なし 

幹 事 報 告  

 ⚫ 会費の納入期限が今月末になっており

ます。ご確認をお願い致します 

⚫ 1 月 29 日、創立 60 周年記念事業の青少

年奉仕行事と致しまして、足立区立鹿浜

五色桜小学校の視察と給食に理事役員

で参加して参ります。 

委 員 会 報 告  

 ⚫ 親睦活動委員会…年忘れ家族親睦会の

スナップ写真申込みは本日までとさせ

ていただいております。 

 

出 席 報 告 会員52名中36名 出席率69％  
 

ニコニコ（●＾o＾●）ボックス 

⚫  21年 100％祝 

⚫ 会員お誕生日祝 

⚫ 奥様お誕生祝 

  

…小出康夫君 

…原田君 

…高橋（史）君  

⚫ 小林会長 羅山幹事…都会の喧騒からひと

息離れ、素敵なピアノの音色で癒されましょ

う。亀井さん、本日の演奏よろしくお願い致

します。 

⚫ 嶋村文男氏（東京東江戸川）…いつもお世話

になっております。３月１２日のクラブ創立

６０周年に続く３月２６日の５クラブ合同

例会のご協力に感謝申し上げます。よろしく

お願い致します。 

⚫ 樽澤君…申し訳ございませんでした。 

⚫ 長谷君…今日は去年、日本の 2大コンクール

を制した亀井聖矢（マサヤ）君のプチリサイ

タルです。若さあふれる演奏をどうぞお楽し

み下さい。 

⚫ 吉田（潤）君…本日 1 月 23 日を持ちまして

美容室を開店し 22 年が経ちました。皆様の

ご指導のもと、新しい事にチャレンジする年

にしていきたいと思っております。 

合計 31,000円 累計 1,382,500円 

Rotary Rate 110 円 



 

 

次週の卓話 2/6    
「万理一空・77歳の足跡」 

メンバー 

福本勝由君 

本日の卓話   
「ずばり今年の運勢」 

メンバー 

小出芳山氏（小出康夫君） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 23 日の卓話は

ピアニスト亀井聖

矢氏により「亀井聖

矢ミニ演奏会」とい

う演題でピアノを

演奏いただきまし

た。 

 

紹介者 長谷君 

 

亀井聖矢さん 

2019年 10月 26日に東京オペラシティコンサー

トホールにて開催された「第 88回日本音楽コン

クール」ピアノ部門 本選会にて亀井聖矢さんが

見事第 1 位に輝きました。亀井さんは、同年 8

月の「第 43回ピティナ・ピアノコンペティショ

ン」特級でも優勝を果たしており、国内の 2 大

コンクールにて連続優勝という快挙を成し遂げ

られました。 

2001年生まれで 4歳よりピアノを始め、ブルー

ノ・レオナルド・ゲルバー氏、マリア・ジョア

ン・ピリス氏等のレッスンを受講。これまでに、

青木真由子氏、杉浦日出夫氏に師事、現在、上

野久子氏、岡本美智子氏、長谷正一氏に師事。

一般財団法人藤本育英財団奨学生。愛知県立明

和高等学校音楽科を経て、2019年飛び級入学特

待生として桐朋学園大学に入学。現在桐朋学園

大学１年在学中です。 

 

中面ページの続き 

ロータリーの友編集後記 

四つのテストは、100 か国以上の言語に翻訳さ

れています。 

1954年に日本の大阪ロータリークラブは、四つ

のテストをバナーに印刷した最初のクラブとな

りました。また、日本の別のクラブでは、にわ

か雨に降られてしまった通勤客たちに傘を貸し

出すプロジェクトを開始しましたが、ある会員

は、通勤客が借りた傘を返してくれるかどうか

自信がありませんでした。そこで、別の会員が、

傘の内側に四つのテストを印刷することを提案

しました。数か月後、傘は数多くの人たちに利

用され、すべて返却されました。四つのテスト

は、人々の心の中に深く刻み込まれ、目に見え

る形で表現されています。 
 
*クリスチャンサイエンティストとは 

1866年、米国のＭ・エッディ夫人創立のキリス

ト教団体、Christian Science という宗派の人

のこと。この宗派は、罪、病気、悪は虚妄と悟

ることによって、万病は癒えると主張すること

に、特徴があります。 

卓 話 

四つのテスト 
目に見える形での表現 

1 月 23 日例会に東分

区嶋村ガバナー補佐

が来会されました。 

 

3 月 26 日例会は、嶋

村ガバナー補佐が担

当する東京江北、東京

葛飾、東京葛飾東、東

京足立、東京葛飾中央

の５クラブ合同例会 

を上野精養軒 桜の間に於いて、昼例会で開催しま

す。点鐘は 12 時 30 分、特別卓話、テーブルディ

スカッションなど行い、終了時間は 1 時間ほど延

長し 14時 30分ごろを予定しています。 

尚、詳細が決まりましたら追って幹事よりご案内

をさせていただきます。 

担当ガバナー補佐来会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今から 60 年以上も前の大恐慌のさなか、一人のロー

タリアンが 4 項目からなる簡明な倫理指針を考案し

ました。この指針は、窮地にあった彼の会社を救う

のに役立ったのです。この指針が表現していた内容

や信条はまた、ほかの多くの人たちに対しても、倫

理的羅針盤を提供することになりました。やがて、

国際ロータリーによって採用され、広く知れ渡るこ

とになったこの四つのテストは、今日では、ロータ

リーの基本理念の一つとなっています。今世紀にお

けるロータリーの最も素晴らしい声明の一つと言っ

てもよいでしょう。 

 

創案は七つのテスト 

この四つのテストの創案者であるハーバート J.テ

ーラー（ハーブ）は、やり手で卓越したセールスマン

であり、人の上に立つ人物でした。ハーブは行動家

で、信仰心が厚く、道義を重んじる人物でした。1893

年に米国ミシガン州に生まれたハーブは、イリノイ

州エバンストンのノースウエスタン大学を苦学の

末、卒業しました。卒業後、彼は、ＹＭＣＡおよび英

国陸軍福祉機関の任務で渡仏し、第１次世界大戦で

は米国海軍の補給部隊員として従軍しました。1919

年にグロリア･フォーブリックさんと結婚して、米国

オクラホマ州に新居を構えたハーブは、同地でシン

クレア石油会社に勤務しました。彼は 1 年後に同社

を退社し、保険･不動産･石油リース仲介業を始めま

した。 

数年に及ぶこの事業でいささかの成功を収めたハー

ブは、1925 年にイリノイ州に戻り、シカゴのジュエ

ル･ティー社に入社、とんとん拍子に昇進しました。

そしてやがてシカゴロータリークラブの会員となり

ました。1932 年、ジュエル･ティー社の次期社長候補

であったハーブは、破産寸前状態にあったシカゴの

クラブ･アルミニウム社の再建を依頼されました。調

理器具メーカーの同社は、総資産額を 40 万ドル上回

る負債を抱え、倒産の瀬戸際にありましたが、ハー

ブはこの難事業を引き受け、危機にひん瀕した同社

に自らの運命を託したのです。彼は、ジュエル社を

辞め、これまでの給与の 8 割減という収入でクラブ･

アルミニウム社の社長に就任しました。しかもその

うえ、運営資金に充てるため、自己資金 6,100 ドル

を同社に投資したのです。 

信仰心の厚いハーブは、同社を建て直し、大恐慌下

の沈滞ムードを払拭（ふっしょく）するための手段

として、社員たちに倫理的価値観の目安となる簡潔

な指針を提供すべく、神の啓示を求めて祈りをささ

げました。 

社の倫理訓について構想をめぐらせたハーブは最

初、およそ 100 語からなる文章をしたためましたが、

これは長すぎると判断しました。そこでさらに推敲

（すいこう）を重ね、それを７つの項目にまとめた

のです。四つのテストは当初は、七つのテストだっ

たのです。しかし、これでも長いと考えた彼は、それ 

を自問形式の 4 項目にまとめ上げ、それが今日の四

つのテストとなりました。 

 

広告に適用した四つのテスト 

次にハーブは、できあがった項目を社の 4 部門の部

長にはかりました。その 4 人はローマカトリック信

者、*クリスチャンサイエンティスト、正統派ユダヤ

教徒、長老派教会員という人たちでした。四つのテ

ストが自分たちの宗教上の教義に反しないばかりで

なく、私生活ならびに職業人としての生活の模範的

指針になるものであることで、意見の一致を見まし

た。 

このようにして、「言行はこれに照らしてから」の四

つのテストが誕生したのです。 
 
真実か どうか 

みんなに公平か 

好意と友情を深めるか 

みんなのためになるか どうか 
 
簡潔さの中に深い意味を包含するこのテストは、事

の大小にかかわらず、クラブ･アルミニウム社が諸事

決定を下す際の基本となったのです。しかし、テス

トというものはどんなものであれ、実際に検証され

る必要があります。実社会でうまくいくだろうか？ 

事業家がその指針に従って仕事をこなしていけるだ

ろうか？ ある弁護士はハーブにこう言いました。

「もし私がこのテストを厳密に実行したら、私は飢

え死にするでしょう。ビジネスに関して言えば、四

つのテストは絶対に実行不可能です」。 

 

この弁護士の懸念も、わからないではありません。

他者の利益を立脚点とした上で、真理を実践し、行

動評価を行うよう求める倫理システムは、どんなも

のであれ、大きな負担を伴います。そのようなテス

トは、誠実さと野望のバランスを取るのに腐心して

いる人たちに、苦痛に満ちた葛藤（かっとう）を与え

ることにもなります。一つの生活様式として、それ

を現実的に実行できるかどうかをめぐって、世界中

で熱い議論が戦われてきました。懐疑深く、消極的

な考え方しかできない人たちはさておき、ロータリ

アンの中にも、四つのテストは極度に単純化された

哲学であって、その有用性は疑わしく、相矛盾する

趣旨からなっており、目標は非現実的である、と真

剣に考えている人たちが常に存在します。 

このテストは、自らの動機と目標を思慮深く検討す

るよう求めるものです。真実、公平さ、思いやりに対

する強調は、道徳的要素を多く含有しているため、

“倫理的消化不良”を起こしてしまう人たちも確か

にいます。しかし、1930 年代のクラブ･アルミニウム

社においては、あらゆることが、四つのテストに照

らして判断されたのです。まず広告に対してそれは

適用されました。「より良い」とか「最上の」とか、

あるいは「最高の」や「最高級の」といった表現が広

告から削られ、製品に関する事実に基づいた説明文

が載せられることになりました。競合他社の欠点を

論ずる文面も、広告や企業案内から取り除かれたの

です。 

 

 

 

四つのテストその由来をひもとく 

ダレル・トンプソン氏   
米国カルフォルニア州モローベイ RC   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難局に挑んだ四つのテスト 

四つのテストは、徐々に同社のあらゆる面における

指針となっていき、ディーラーや顧客、そして従業

員の間に、同社に対する信頼と好意が生まれること

になりました。四つのテストは、社風の一部となり、

やがて、クラブ･アルミニウム社に対する信望は高ま

り、財政の改善に寄与することとなったのです。 

ある日のこと、販売部長が、調理器具 5 万点の注文

が取れるかもしれないと発表しました。売り上げは

低迷状態にあり、会社は依然として倒産の危機から

脱していませんでした。最高幹部の人たちは、明ら

かにこの販売の機会を逃すことなく、商談が成立す

ることを望んでいました。しかし、一つの問題点が

ありました。販売部長が聞いたところでは、注文主

である業者は商品を値引きして販売したいというの

です。「これでは、これまでわが社の製品を地道に宣

伝し販促してきてくれたディーラーに対して不公平

となります」というのが販売部長の意見でした。結

局、この注文は断ることになりました。その年には、

ほかにいくつか厳しい決断が下されましたが、これ

は、その中でも最も苦渋に満ちた決断の一つでした。

この取引を行っていれば、疑う余地もなく、同社が

営業活動のよりどころとする四つのテストを嘲笑

（ちょうしょう）することになったでしょう。 

1937 年までに、同社の負債は完済され、その後の 15

年間では、株主に対して 100 万ドル以上もの配当が

支払われました。また、同社の純資産は 200 万ドル

以上に達しました。 

いかがですか？ これでも、あまりに理想的すぎて

実社会には向かない、とお考えですか？ 四つのテ

ストは、ビジネスという厳しく、変転きわまりない

世界で生まれ、経済界が経験した最も過酷な時代の

中で、厳密な試験を経てきたのです。それは、実業界

という競争の場で生き残ってきたものなのです。 

1942 年、当時の国際ロータリー（ＲＩ）理事のシカ

ゴのリチャード･ベナー氏が、ロータリーもこのテス

トを取り入れるべきだとの提案をしました。ＲＩ理

事会は、1943 年 1 月にベナー氏の提案を承認し、四

つのテストを職業奉仕プログラムの一つの構成要素

としました。もっとも、このテストは、今日では四大

奉仕部門のすべてにおける不可欠の要素として認識

されています。 

ハーブは、ロータリーの創立 50 周年記念にあたる

1954－55 年度、ＲＩ会長に就いた時、四つのテスト

の著作権をＲＩに移譲しています。 

 

今こそ必要なのは倫理的誠実さ 

1930 年代に誕生して以来、60 年以上の歳月が過ぎ去

ったこの現代社会では、ある人たちが批判するよう

に、四つのテストは、その有効性を喪失してしまっ

ているのでしょうか？ それとも、変化のテンポの

速いこの時代においても、事業や専門職に携わる人

たちの指針として機能するに足る洗練さを保持して

いるのでしょうか？ 

真実かどうか―真実は不変であり、時代を超越する

ものです。真実は正義なくしては存在し得ません。 

みんなに公平か―顔を突き合わせてとは言わないま 

でも、腕を伸ばせば届くような所で、激しくやり合

うビジネス手法に代わり公平さを取り入れたビジネ

スは、お互いの関係を傷つけるよりも、その関係向

上に役立ってきました。 

好意と友情を深めるか―人は生まれながらにして、

他者と協力して生きていく存在であり愛情を示すこ

とは生来備わっている本能です。 

みんなのためになるかどうか―この項目は、食うか

食われるかを原則とする無慈悲な競争を排除するも

のであり、それに代わって建設的で創造的な競争を

導入するものです。 

四つのテストは国家という枠を超えたものであり、

国境や言葉の障壁を超越するものです。そこには、

政治や独断や特定の信条は介在しません。一つの倫

理規範としての存在以上である四つのテストは、い

かなる形であれ、人生を成功に導くための要素を含

み持っています。それは今日の社会でも有効性を保

持し、かつ実効性のあるものなのです。 

最終的なテストは、実際に行動することにあります。

著名な心理学者であるウィリアム･ジェームズ（1842

～1910 年）は、「真実が意味するところの究極的なテ

ストは、それが指示あるいは示唆する行動である」

と、言っています。今日のロータリーの中核には、倫

理的卓越性を使命とする四つのテストが存在しま

す。人類は、共に繁栄することができるのです。現代

のビジネスは、誠実かつ信頼のおけるものであり得

るのです。人々は、お互いを信じ合うようになれる

ものなのです。 

1977 年のサンフランシスコ国際大会で、米国の取引

改善協会（不正広告の排除など商道徳の改善を目指

す実業家･生産者の団体）のジェームズ Ｓ.フィッシ

ュ氏は、次のように語っています。「競争を原理とす

る企業経営システムが存続するためには、厳格な倫

理規範という枠組みが必要です。実際のところ、資

本主義制度の全体構造そのものが、信頼というもの

に大きく依存しています。つまり、ビジネスに携わ

るすべての人たちは、お互い同士だけでなく、大衆

や消費者や株主や従業員とも、公平かつ誠実に対応

するという信頼関係に依存しているのです」。 
現代社会が今いちばん必要としているものは倫理的

誠実さであると言ってもいいでしょう。四つのテス

トは、人々が価値ある目標を追い求める際の指針と

して活用できます。その目標とは、友人を探し選び、

その友人関係を維持すること、周りの人たちと友好

関係を築くこと、幸福な家庭生活をつくりあげるこ

と、高い倫理的･道徳的基準を設定し身につけるこ

と、自ら選択した事業や専門職で成功を収めること、

より良き市民となり、次の世代にとっての良き手本

となること、といったことです。 

簡潔さの中に多くが語られ、感動的なまでに力強く、

実のある成果を必ずもたらすこの四つのテストは、

緊張と混乱と不確実性に満ちたこの世界のただ中

に、清新で明るさにあふれた未来展望を与えてくれ

るのです。 
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